




















論文を掲載する "Memoirs of the Science Department, University of Tokyo, Japan" は更に古く1879年（明治12年）
という（https://ja.wikipedia.org/wiki/紀要，2019/01/25 7:44閲覧）。
　Memoirsはフランス語Mémoire由来の語で原義は「回顧録」，同じく『紀要』の英語題に用いられるbulletinは，
これも元はフランス語で，こちらはニュースレター，時報，速報が本義らしい。
　「回顧録」「速報」を本義とする語が研究論文集の意味を担うようになった消息は知らないが，そこには査読付
論文とは異なる，萌芽的で挑戦的な研究を折々に公表し，江湖に意見をもとめて次なる展開を図る報告といった
意義が，明治，大正の昔から認められていたのではなかろうか。もしそうなら，『紀要』は今もなお必要で有用だ。
日々に変化する教育／学習の場の課題を発掘し，試行的な実践をもってその解決の途を探り続ける，そうしたこ
とを研究の主題とする附属学校の教員には，学会誌より『紀要』の方がふさわしい。
　本研究紀要は今号で65号となる。本誌を叙上の『紀要』として引き続き育てていくためにも，本校教員が次な
る展開を図って公表する掲載論文への大方の応答を期待したい。
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